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感急給水擁設としての

貯水槽について

1 .はじめに

地震などの非常時における生活用水の確保

については、全国の各都市で、それぞれの地

域特性にマッチした対策を立てておられるよ

うで、ある。

名古屋市においても、本州、|中部の地震多発

地域に位置し、木曽三川の沖積層が市域の大

部分を占めている現状を考えて、各種の対策

を実施してきているところである。

この対策の中で、本市の基本的な応急、給水

施設設置の考え方は、「配水管の耐震化による

応急給水拠点方式」によることとしている。

この方式は、配水幹線から給水拠点まで、 S

II形ダクタイル鋳鉄管(耐震管)を布設し、

応急給水用消火衿から給水する方式を主体と

している。

応急、給水拠点は、本市防災対策本部が指定

した広域避難場所をはじめ、都市公闘などの

公共的施設を対象として、昭和52年度から第

1次整備計同に着手し、平成元年度末までに

100ヵ所の繋備を完 fする。ちょうど100ヵ所

名古屋市水道局配水部

漏水防止課長犬塚茂樹

設計係高間博行

目にあたるホ若宮大通公園かにおいて、従来

の消火栓方式と異なり、耐震貯水槽を設置し、

併せて親水モニュメントを建設するので、そ

の概要について報告するものである。

2.応急給水施設の整備

1 .第 1次整備計画(昭和52年度~平成元年

度)

水道施設の震災対策については、駿inJ湾沖

を震源地とする東海地震(マグれニチュード8.0、

震度 5)を想定して、施設の耐震化をはかる

← A 方、昭和52年度から平成元年度までに、徒

歩可能な 1kmの範囲を目標に、すべての広域

避難場所をはじめ、配水場などの水道施設お

よぴ都市公国などの公共的施設100ヵ所を、応

急給水拠点として整備するものである。

広域避難場所....一57ヵ所

都市公園など ......17ヵ所

区役所など......14ヵ所

水道局施設......12ヵ所

百十 100ヵ戸斤
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2.第 2次整備計画(平成 2年度~平成12年

度)

本計画は、昭和52年度~平成元年度までの

応急給水施設100ヵ所整備にヲ|き続き、平成 2

年度から向こう 11年間、第 2次の整備を行う

ものである。

第 1次整備計画が完了する平成元年度末見

込みで、各整備j斉み拠点から 1km以上.離れた

区域は、面積にして全給水区域の約28%、給

水戸数にして約14%となる。平成 2年度以降

は、この区域の解消をはかるとともに、耐震

強化区域内の収容避難場所としての小学校に

も設置を予定し(ただし、整備済み拠点から

300mを超えるもの)、合計80ヵ所の整備をめ

ざすものである。

小 学校......50ヵ所

都市公闘など・・・・・・28ヵ所

区役所など・・・・・・ 2ヵ所

昔1・ 80ヵ同庁

3.耐麓貯水槽の概要

1 .設置場所(図 1参照)

第 1次整備計画の最終年度として、今年度

は広域避難場所、公園、区役所など合計11ヵ

所を整備するが、このうち、中区の若宮大通

公圏内に設置する施設は、昭和52年度から数

えてちょうどっ00ヵ戸斤か目にあたる。

若宮大通公園は、市の中心部に位置し、交

通の便に恵まれ、広域避難場所にも指定され

ている。また、市制100周年に向けた総合整備

事業として位置づけられ、「名古屋の顔」にふ

さわしい計画づくりが進められている。

したがって、水道局としては、市内中心部

における非常用飲料水の供給能力のレベルア

ップをはかるとともに、応急給水施設整備の

節目として、市民への P Rも兼ねて、ここへ

貯留式タイフ。の耐震貯水槽を設置し、併せて

親水モニュメントを建設するものである。

図 1 耐震霊貯水槽および親子モニュメントの設置位置図
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第47号

2.貯水容量

本市では、「災害対策基本法」の規定に基づ

き、地震災害に対処するため、「名古屋市地域

防災計画」を定め、水道局においてもこの計

画に基づき、「名古屋市水道局地震対策」を策

定している。

応急給水の基本水量に対する考え方は、発

災から 3日間程度は、生命維持のための必要

最小限 3fl /人/日を、 1週間程度までは調理、

洗面など最低生活に必要な水量20fl /人/日を、

また 1ヵ月程度までは最低の浴用、洗濯など

に必要な水量100ε/人/日を確保するものと

している。

この対策に準じ、耐震貯水槽の貯水容量は、

非常時に10，000人/日分の必要最小限(3fl /人/

日)の飲料水を確保できるように30m3とした。

3圃 構 造 ( 図 2参照)

従来の応急給水施設は、耐震管による配管

に消火栓を設置するにとどまっていたが、今

真写

平成元.11ダクタイル鉄管

耐震貯水檎の設盤状況
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耐震貯水槽詳細図図 2
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回は、耐震配管の一部に大口径管を使って、

貯水槽の機能も兼ね備えた施設とした。これ

は、本市でははじめてのケースで、従来から

精力的に取り組んでいる管路の耐震化と、応

急給水施設整備の延長線上で、両者を一体化

させたものである。耐震管路の一部に貯水機

能を付加することで、単一機能システムに対

するパックアップをめざし、災害発生時の飲

料水確保の信頼性を高めることができるよう

にしfこ。

耐震貯水槽は、呼び:':(圭2000mmのダクタイル

鋳鉄管を使った、循環式地下埋設タイプとし

た。接続する既設本管呼び、径は400mm、流入・

流出管のサイズは、日呼乎び

部を既設管レべル以下に配置するとともに、

流入.流出側には、それぞれ急速空気弁を設

け、災害時に、サイホン作用による水の流出

防止をはかっている。また、給水用として、

流出側人孔内に単口消火栓とポンプ用のフラ

ンジを設けている。

若宮大通公園耐麗貯水槽の仕様

+帯 造 貯水形(循環式、地下埋設タイプ)

材 質 UF形ダクタイル鋳鉄管(内面モルタルライニング)

寸 j去 φ2000 x 11.15m 

貯水容量 30m3 

流入・流出管 φ200 S II形ダクタイル鋳鉄管

4.滞留特性(表 1、表 2参照)

この耐震貯水槽は、平常時は配水管と直結

し、その一部としての機能を果たし、災害時

には、貯水槽内に確保された水を緊急非常用

水源として活用するものである。このため、

貯水槽の耐震性を確保するとともに、貯水槽

内の水は、常に清i争さを保持していることが

大切である。貯水槽内では、配水管との口径

差が大きく、流速が急速に低下し、水の滞留

が懸念されるため、常時配水管から貯水槽内

に流入する水道水が滞留域を生ずることなく、

適切に循環混合され、下流配水管に流出して

いるか確認しておく必要がある。

したがって、耐震貯水槽における水質保持

機能について確認するために、①管路の一部

として機能している状態での流入・流出水、

ならぴに②流入をストップさせた状態で、の貯

留水について、それぞれ一定期間、水質試験

を実施した。その結果、次のような結論を得

ている。

表 1 平常状態での流入・流出水の水質試験結果表

十采 水 月 日 4月24日 4月25日 4月26日 4月27日 4月28日 5月1日

よ子〈ご 流入 流水出
流入 j水l出五 流入

流水tl~1 流入 流出 流入
流出水 流入 流水出

7]'< 7]'< 水 7]'< 7]'< 

採水時京IJ 13:45 13:40 13:40 13:35 15:00 14:55 10:30 10:20 10:00 10:05 6:30 6:35 

乏ヌ=コ¥ 1且 。C 17.0 16.0 18.0 20.0 10.0 16.0 

7]'< l且 ℃ 13.0 13.0 13.0 13.0 13.5 13.5 13.5 13.5 13.5 13.5 13.5 13.5 

j罰 度 mg/ Q， 。 。。。。。。。。。。
色 度 時 /Q， 。。。。。 。。。。。。
pH {直 6.85 6.86 6.88 6.90 6.88 6.90 6.94 6.90 6.94 6.88 6.82 6.88 

アルカリ度 mg/ Q， 11.6 12.0 10.8 11.0 12.2 12.0 11.8 12.0 12.2 11.8 11. 7 11.0 

電気電導率 μs/cm 63 63 62 63 64 65 64 63 64 64 65 65 

残留塩素 pplη 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 

臭 企ヌft OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK 
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(1) 管路の一部として、機能している状態

で、の流出水の水賢については、流入水の

水質と比べて差はなく良好で、あり、貯水

槽内での滞留による水質低下はないもの

と千住定できる。

2) 流入をストップさせた状態における、

貯水槽内の貯留水の水質については、 5

日間経過しでも、健全で、水道水としての

条件を満たしており、災害時の非常用飲料

水として十分信頼性が高いと考えられる。

しかし、短期間の調査のみによらず、今後

とも継続した水質試験の実施と、季節的およ

び年代経過による本管中間バルブの開度調整

を行っていく必要があると考えている。

また、設置後 1年程度経過したときには、

貯水槽内の沈殿物や、内面などの状況を調査

するために、貯水槽内の清掃を予定している。

表2 流入ストップ状態での貯留水の水質試験結果表

よ~ご 流入停止後

1日目

探 水 時 五IJ 14 : 15 

気 i且 。C 24.0 

ヌk {且 。C 14.0 

j局 度 I昭/fl 。
色 度 mg/ fl 。
pH 度 6.76 

アルカリ度 mg/ fl 13.2 

電気伝導率 μs/cm 76 

残留塩素 ppm 0.60 

臭 気 OK  

4.親水モニュメントの概要

トモニュメントの考え方

親水モニュメントは、地下に埋設されてい

る耐震貯水槽の存在を、市民へ PRするため

のホ標識かの役割を果たすものである。

また、若宮大通総合整備事業との整合性を

十分はかりながら、修景的効果と遊戯的効果

を併せ持つとともに、水源地域と都市の係わ

りや、水の重要性を連想させる水景施設とす

る。

敷地の条件、モニュメント設置の意義を勘

案し、次のような基本的な方針に従い、検討

を進めた。

① 集う人に、耐震貯水槽の存在を知らせ

ることにより、安心感を与えるものであ

ること。

② 見る人に、水道を連想、させるイメージ

を持たせるものであること。

流入停止後

2日目

10 : 00 

21.0 

14.5 

。
。

6.81 

13.2 

78 

0.60 

OK  

流入停止後 流入停止後 流入停止後

3日目 4日目 5日目

11 : 00 9 : 30 10 : 00 

21.0 18.0 17.0 

14.5 15.0 15.0 

。 。 。
。 。 。

6.88 6.90 6.90 

13.7 14.1 14.2 

79 79 79 

0.45 0.40 0.35 

OK  OK  OK  

③ 活気のある都市としての、景観を積極

的に倉IJるものであること。

④ 未来を担う子供たちに、親しまれるも

のであること。

2.モニュメントの構成(f:ヌ'J3参照)

モニュメントは、大きな交差点に面し、高

速道路の橋脚を背にした、直径 5mの円の中

でいくつかの造形物により構成する。

その要素は、次のようである。

① 子供たちが触って遊べる、 FRPでつ

くられた造形物。

② さまざまな位置から吹き出し、こぼれ

落ちる飲んでもよい水。

③ 人とコミニュケーションできるメカ

ニズム(タッチセンサーなどによる操作

により、はじまる a 連の水の動き)。

④ 水の動きと連動した電子音。

⑤ 夜間での魅力を高める照明(ライトア

ッフ。)。
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図3 親水モニュメントのイメージ図
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5.今後の検討課題

今回の耐震貯水槽は、採用第 1号であり、

また、応急給水施設整備の節目に市民への P

Rを兼ねたものであるため、容量が30m3と小

規模なものとなった。このため、大都市にお

ける耐震貯水槽としては、いささか物足りな

い感じがするが、本市のように管路の耐震化

を積極的に進めている状況を考慮すると、従

来の消火栓方式と並行して、確実に清浄な水

を確保できるという大きなメリットを備えて

おり、条件によっては小容量といえども応急

給水施設としてきわめて有効に機能すると考

える。これは、ストック機能を重視した大容

量の耐震貯水槽に対して、ストック機能と水

質保持機能のバランスのとれた、シンプルで

経済的な京都市型かの耐震貯水槽といえるの

ではないだろうか。

今後とも、キメ細かな応急給水施設の整備

をめざして、平成12年度までに、さらに80ヵ

所の施設を整えるが、このうち10ヵ所程度に

ついては、貯留式タイプの耐震貯水槽の設置

を予定している。

整備にあたっては、次にあげるような課題

を中心に検討を重ね、耐震貯水槽の採用につ

いて、地域特牲を十分考慮したうえでひとつ

の方向性を見い出し、効果的・経済的に進め

一 ~.;_:!-:;:=.-.:.:七二云三'~.. :..~・・・・・

ていかなければならないと考える。

① 耐震貯水槽の設置基準の明確化。

(従来方式との設置条件の区分)

② 耐震貯水槽の管種の選定。

(ダクタイル鋳鉄管と鋼管の比較)

③ 水質保持機能の継続的な確保。

(メンテナンスシステムの確立)

④ 非常時における貯水方法の選定。

(r緊急遮断式」採用の適否)

⑤ 非常時における給水方法の確立。

(貯留水の給水方法の選定)

6. おわりに

いうまでもなく、応急給水は本来の水道の

あり方ではなく、災害時の臨時的な措置であ

る。しかし、被災時の市民は、不安と混乱の

中で危機感をいだきながら生活を送ることに

なる。この市民のいだく危機感を和らげてく

れる、一番の特効薬となり得るのが、生活用

水の確保であり、それは市民に安心感を与え

てくれるものである。このため、今後とも限

られた財源の中で、より効果の上がるような

応急給水をめざして、さらに検討-を重ね、よ

りよい方策があれば採用し、市民との信頼関

係の紳を一層強くしていきたいものと考えて

いる。




